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１ 成熟社会にふさわしいまちづくりの推進 

(1) まちづくり基本条例の推進                  (899千円) 

阪神・淡路大震災等で得られた貴重な経験と教訓を生かし、成熟社会にふさわ

しいまちづくりを進めるため、まちづくり基本条例(平成11年３月制定)に基づき、

県民等とのパートナーシップの下、生活者の視点に立って、安全に、安心して暮

らすことができるまちづくり、地域への愛着を育む魅力あるまちづくりを総合的

に推進している。 

ア まちづくり基本方針 

まちづくり基本方針(令和４年３月改定)は、「ひょうごビジョン2050」やコロ

ナ禍等による社会状況の変化を踏まえ、県のまちづくりの方向性を総合的に示し

ている。 

 

○位置付け 

 ・ひょうごビジョン2050を踏まえた、まちづくり分野における基本的な方針 

 ・まちづくり施策を総合的に講ずるための県の基本的な行政方針 

 ・市町のまちづくりに関する方針又は計画の策定指針 

 

○基本コンセプト 

すべての人が自分らしく輝ける「住みたい」「訪れたい」ひょうご 

○４つの地域と３つのテーマ 

多様な地域を有する本県の空間的な特徴を捉えた「４つの地域」と今後の

まちづくりにおいて重要となる「３つのテーマ」を設定し、各主体がパート

ナーシップのもと、地域のまちづくりに取り組む。 

 

＜４つの地域＞           ＜３つのテーマ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多自然地域の 
集落 

豊かな自然を有す
る農山漁村の集落
や市街化調整区域
内に点在する集落 

地方都市 
 

平成の大合併前の
市町の中心市街地
とその周辺のまち 

郊外住宅地 
 

高度経済成長期以
降に主に都市中心
部の郊外に開発さ
れた住宅地 

都市中心部 
 

阪神～神戸～姫路
にかけて連なる市
街化区域 

安全･安心 
○防災・減災のまちづくり、都市の強靱化 
○安心して暮らせるユニバーサルなまちづくり 
                   等 

魅力･挑戦 
○個性を磨き、地域の魅力を高めるまちづくり 
○新たな価値を生むコミュニティビジネスや

スタートアップのへの挑戦      等 

持続･循環 
○住民主体の持続可能な地域経営 
○カーボンニュートラル、スマートシティの形成 
○自然環境や生物多様性の保全     等 
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○持続可能な都市構造の姿 

  誰もが安心して暮らし続けられるために、４つの地域が都市機能を相互に

補完・連携し、持続可能でコンパクトな都市構造を構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○めざす将来像 

2050 年における４つの地域の「めざすべき将来像」を提示 

 

 

 

 

       各地域の主な取組の方向性（例：多自然地域の集落）  

今後概ね10年間のまちづくり分野の「主な取組の方向性」を提示 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

広域拠点

大規模文化施設や百貨店、高度医
療を提供する医療センター等の高
次都市機能が充実し、広域的な
ニーズに対応した高度なサービス
を提供する。

連携軸

鉄道や基幹道路からなる交通ネッ
トワークにより、都市機能を相互
に補完・連携する。

地域拠点

大型ショッピングセンターや病院
等の日常生活に必要な都市機能を
主要な鉄道駅や官公庁周辺等に集
積・維持し、周辺地域の住民の暮
らしや仕事を支える。

生活拠点

食品スーパーや診療所等の生活に
密着した都市機能を集積・維持し、
住民の暮らしや仕事を支える。

※交通ネットワークのほか、重層的なネットワーク（情報、水と緑、エネルギーなど）を形成

デマンド型交通やコミュニティバス等
による移動手段の確保

医療・福祉は、遠隔診療等
のＩＣＴ技術も活用

移動販売や共同宅配
サービス等による
購買手段の確保

郊外住宅地の
周辺集落と連携

路線バスによる
拠点間の移動

移動販売やドローン配送等
による購買手段の確保

他府県
との連携

＜イメージ図＞

他府県の拠点と連携

他府県
との連携

他府県
との連携

Topic 

UJI ターンや民間投資の促進 
（取組例） 
・地区計画や特別指定区域制度の

柔軟な運用 
・空き家のカフェ・ホテル等への 

用途変更を認める特別措置 

多様な住まい方の推進 
（取組例） 
・田舎暮らしの情報発信 
 

食の地産地消 
（取組例） 
・古民家、空き家の農家レス

トラン等への活用支援 

生活拠点等へアクセス確保 
（取組例） 
・次世代モビリティの実証

実験 

日常生活用品の 
調達手段の確保 

地域環境と調和した創エネ施設の立地
誘導 
（取組例） 
 ・緑条例による緑豊かな地域環境の形成 
 ・太陽光発電施設等の設置の適正化 
 

集会所等の 
バリアフリー化 
（取組例） 
 ・福祉のまちづくり条例

による規制・誘導 
 ・車椅子使用者等による

施設のチェック＆ア
ドバイス 

空き公共施設の活用 

ワーケーションの推進 
（取組例） 
・古民家、空き家の活用支援 
・遊休施設の利活用等への支援 
 

多自然地域の集落 
＜めざす将来像＞ 
多様なつながりがつくる新たな「ふるさと」 

 

地方都市 
＜めざす将来像＞ 

個性きわだち誇りある「地域の核」 
 

郊外住宅地 
＜めざす将来像＞ 
多様な主体が住みごたえを高めあう「まち」 

 

都市中心部 
＜めざす将来像＞ 

世界へ広がる交流「都市」 
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イ 人間サイズのまちづくり賞の実施 

安全・安心で魅力あるまちづくりに寄与する優れたまちなみや建築物及び優

れた功績のあった団体等を「人間サイズのまちづくり賞」として顕彰し、県民

の参画と協働によるまちづくりの普及・啓発を図っている。 

 

○令和３年度表彰実績(応募総数：87件) 

・まちなみ建築部門：９件（知事賞４件、奨励賞５件） 

・まちづくり活動部門：８件（知事賞４件、奨励賞４件） 

・花 緑 部 門：６件（知事賞３件、奨励賞３件） 

＜知事賞＞ 

部門 表彰施設・団体等 

まちなみ建築 

介護老人福祉施設 やまゆりの里（丹波篠山市） 

ダイセル異人館と歴史を語る公園施設（姫路市） 

NIPPONIA 播磨福崎 蔵書の館（福崎町） 

上林建設新社屋（宍粟市） 

まちづくり活動 

下町レトロに首っ丈の会（神戸市兵庫区） 

こくさいひろば芦屋（芦屋市） 

五百羅漢保存委員会（加西市） 

横尾自然塾（神戸市須磨区） 

花緑 

桜が丘さくら守（神戸市西区） 

ひょうご花育ねっと（三田市） 

堺活性化委員会 花かんざし（洲本市） 

 

＜まちなみ建築部門＞      ＜まちづくり活動部門＞        ＜ 花 緑 部 門 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和４年度スケジュール 

4/18～5/31 募集 

９月    審査委員会 

11月    表彰式 

桜が丘さくら守 

（神戸市西区） 

 

下町レトロに首っ丈の会 

（神戸市兵庫区） 

介護老人福祉施設 やまゆりの里 

（丹波篠山市） 

■重要伝統的建造物群保存地区
内のまちなみに配慮した外観
や、古建具を再利用し、地域の
歴史を継承 

■個性あふれる下町スポットや人
材を発掘する取組。その魅力を
発信し、コミュニティの形成や
交流の創出に貢献  

 令和４年度応募件数（88件） 

まちなみ建築部門：44件、まちづくり活動部門 23件 

花緑部門：21件 

 

 

■40年前の団地開発時に植えら
れた桜並木を未来へつなぐ取
組。地域住民が桜の植樹を行
うことで、地域愛を醸成  
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(2) 福祉のまちづくりの推進 

高齢者、障害者をはじめとするすべての人が、いつでもいきいきと生活し、

能力を発揮して活動できるユニバーサル社会の実現に向け、「福祉のまちづく

り条例」（平成４年制定）及び同条例に基づく「福祉のまちづくり基本方針」

（令和３年３月改定）により、多様な要配慮者や地域特性に応じたきめ細やか

なハード・ソフト施策に取り組んでいる。  

ア 特定施設のバリアフリー化                 (1,611千円) 

(ｱ) 建築確認制度と連動した審査の実施 

多数の県民が利用する福祉・医療・教育施設等のバリアフリー化を誘導す

るため、法及び条例に定められたバリアフリー整備基準に基づき、建築確認

や条例による届出において適合状況を審査している。  

○条例で整備基準を定める施設 

①特定施設 

公益的施設 

社会福祉･医療･官公庁･教育文化施設､公共

の交通機関の施設（鉄道駅舎等）､100㎡以

上の店舗等 

共同住宅等 
一定規模以上の共同住宅（2,000㎡又は21

戸以上）、事務所（3,000㎡以上）等 

公共施設 道路、公園等 

②小規模購買施設等 100㎡未満の店舗等（物販店舗、飲食店等） 

③住宅等 戸建住宅、長屋住宅、共同住宅（21戸以上）の専用部分等 

 

 宿泊施設の一般客室のバリアフリー義務化 

（令和３年12月27日改正、令和４年４月１日施行） 

大阪・関西万博等により、高齢者や障害者を含めた多様な旅行者が多

く来県されることへの対応として、これまでの車椅子使用者用客室のバ

リアフリー整備基準に加え、床面積の合計が1,000㎡以上の宿泊施設の

一般客室の整備基準を条例で義務付け。 

 

《整備基準》 ・一般客室の出入口幅80cm以上 

・浴室出入口幅75cm以上 

・客室内の段差解消 

・車椅子の通行幅の確保 

・一般客室までの経路をバリアフリー化 

 

 

一般客室のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ整備基準 

車椅子の通行幅の確保 

客室内の段差解消 
75cm 以上 

80cm 
以上 

Topic 
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(ｲ) 施設のバリアフリー情報公表制度 

10,000㎡以上の物販店舗など多数の

県民が利用する一定規模以上の施設の

所有者等に、インターネット等で当該

施設のバリアフリー情報の公表を、全

国に先駆けて条例で義務付けている。 

 

 

○情報公表率（令和４年３月時点） 

県施設：100％、市町施設：97％、国施設：100％、民間施設：52％ 

 

 

(ｳ) 県民の参画と協働による施設整備・管理運営 

建築や福祉の専門家と車いす使用者等の障害者

等による「福祉のまちづくりアドバイザー」が、施

設整備・管理運営に関して点検・助言を行う「チェ

ック＆アドバイス」を実施している。また、その点

検・助言の内容等を適切に反映し施設整備及び管理

運営が行われている施設を「ひょうご県民ユニバー

サル施設」として認定している。 

令和３年度からは、障害者が働く事務所や多く

の人が集まる駅周辺や商店街のまちなかにチェ

ック＆アドバイスの対象を広げて実施している。 

○実績（令和４年３月末） 

 目標(R3～7) 実績(R3) 

「チェック＆アドバイス」の実施件数（累計） 100件 15件 

「ひょうご県民ユニバーサル施設」の認定数（累計） 30件 ３件 

 

 

イ ユニバーサル社会づくり推進地区の指定           (11,717千円) 

すべての人が暮らしやすく活動できるまち

づくりを進めるため、中心市街地や主要な駅周

辺など、市町と地域住民が協働してまちづくり

に取り組む地区を「ユニバーサル社会づくり推

進地区」に指定し、ハード・ソフト両面から協

議会の取組を支援している。 

 

 

 

チェック＆アドバイス※の状況 

推進地区のＰＲ案内板（香美町） 

※条例に位置付けた本県独自の取組 

バリアフリー情報の表示例 
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(ｱ) 支援内容 

・推進地区指定・活動促進事業 

・アドバイザー派遣事業 

・事業プラン策定費助成事業 

・ＰＲ案内板設置費補助事業 

・活動費助成事業 

・ユニバーサルマップ活用支援事業 

・施設改修費等補助事業（通常型・大規模型） 

○令和３年度実績 

 香美町駅前地区（活動費助成、アドバイザー派遣）  

(ｲ) 指定状況（令和４年３月末） 

  36地区（市町） 

※未指定市町：西宮市、高砂市、稲美町、宍粟市、佐用町 

 

ウ 公共交通バリアフリー化                 （347,644千円) 

(ｱ) 鉄道駅舎エレベーター等の設置 

国に先行して、平成５年度から平均乗降客数５

千人／日以上駅を対象に支援を開始し、平成23年

度からは３千人／日以上駅に対象を広げ、民間鉄

道事業者が行う駅舎のバリアフリー化を支援して

きた。 

こうした支援により、３千人／日以上駅のバリ

アフリー化に目途がついたことから、全国に先駆

けて、令和元年度から３千人／日未満駅及び３千

人／日以上駅の２経路目にも支援を拡充している。 

○鉄道駅舎のバリアフリー化状況（令和４年３月末） 

１日の平均乗降客数 
対象駅 

(Ａ) 

整備済駅 

(Ｂ) 
(Ｂ／Ａ) 整備中 目標（Ｒ７） 

５千人以上 175駅 174駅 99.4％ （阪急）春日野道（R4完了） 
全駅 

３千人～５千人未満  41駅  39駅 95.1％ （JR）福崎、（神鉄）花山（R4完了） 

３千人未満 166駅 54駅 32.5％ 
（山電）東須磨（R4完了）、 

      夢前川（R5完了） 

R7 までの５年間で

10 駅整備 

※ 全駅数：382駅 

※ ３千人以上駅の２経路目は令和７年度までに２駅整備を目標 
 

○令和４年度補助：５駅 

・５千人／日以上           ： （阪急）春日野道 

・３千人／日以上５千人／日未満    ： （ＪＲ）福崎、（神鉄）花山 

・３千人／日未満（高齢者等利用が３千人／日以上駅と同程度）： （山電）東須磨、夢前川 

 

 

山電大塩駅 
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        阪急春日野道駅のバリアフリー化工事が今年度末に完成 

整備困難駅であった阪急春日道駅のバリアフリー化工事が、今年度末

に完成する。 

     事業内容 

ホーム幅が狭隘なことから、エレベーター設

置スペースを確保するためにホームを約３ｍ延

伸するとともに、ホームからの転落事故や車両

との接触事故を防止するために可動式ホーム柵

を設置する安全対策を実施。（総事業費1,410百

万円、うち県補助額235百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 鉄道駅舎ホームドアの設置 

平成29年度から、視覚障害者の駅ホームからの転落を防止し、安全性向上

を図るため、鉄道駅舎のホームドア設置を支援している。 

○目標（Ｒ７）：10万人／日以上駅の全８駅で設置 

○設置状況 

阪急・阪神/神戸三宮駅、市営地下鉄/三宮駅（全番線） 

ＪＲ/三ノ宮駅（2,3番線）、神戸駅（2,5番線） 

明石駅（3,4番線） 

○令和４年度補助：３駅 

ＪＲ：三ノ宮(1,4番線)、西明石(5,6番線)、明石（1,2番線） 

阪急：西宮北口(1～6番線) 

※未着手駅：JR姫路駅 

国「鉄道駅バリアフリー料金制度」の創設（R3.12.28） 

鉄道駅のバリアフリー化を加速させるため、受益する全ての利用者の

薄く広い負担を得て整備を進める新料金制度が創設された。 

鉄道事業者が本制度を利用できない路線に対しては、国において、市

町が作成するバリアフリー基本構想に位置付けられた駅の補助率を1/3

から1/2に拡充するなど、事業者負担を軽減。 

なお、現在、各鉄道事業者において、制度活用を検討中。 

鉄道駅舎ホームドア設置 
（阪神神戸三宮駅） 

 

阪急春日野道駅 

 

安全柵新設（可動式ホーム柵、固定柵） 

エレベーター新設 

直通改札口新設 

Topic 

Topic 
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(ｳ) ノンステップバス等の導入 

高齢者等の利用が多い地域の移動を支え

るバスのバリアフリー化を推進するため、民

営バス事業者に対し、高齢者、障害者等が乗

り降りしやすいノンステップバス等の導入

を支援している。 

○目標（Ｒ７）：導入率80％ 

○ノンステップバスの保有状況(令和４年３月末)  
 

区分 対象車両数(Ａ) ノンステップバス車両数(Ｂ) (Ｂ／Ａ) 

公営   610台   523台 85.7％ 

民営 1,600台   991台 61.9％ 

計 2,210台 1,514台 68.5％ 

※但馬や西播磨等の民営バス事業者は赤字路線であり、ノンステップバス導入率が低い  

  ○令和４年度補助：34台 

 

 

エ 既存の宿泊施設のバリアフリー化              (18,000千円) 

大阪・関西万博等により高齢者や障害者を含めた多様な旅行者が多く来県さ

れることへの対応として、令和４年度から新たに既存のホテル等のバリアフリ

ー改修を支援する。 

○ホテル・旅館バリアフリー改修促進事業 

補助対象者 既存のホテル・旅館等を営業する事業者 

補助要件 ・福祉のまちづくり条例に規定する特定施設整備基準と同

等以上のバリアフリー化 

・チェック＆アドバイス制度を活用 

補助対象整備

箇所 

出入口、廊下、階段、スロープ、エレベーター等、便所、

客室、敷地内の通路、駐車場、浴室、サイン等 

※建築確認申請や条例に基づく届出を行う場合において

は、義務となる整備基準に係る箇所を除く 

補助基本額 ①バリアフリー改修設計 5,000千円 

②バリアフリー改修工事（エレベーター工事有り）36,000千円 

③バリアフリー改修工事（エレベーター工事無し）16,000千円 

負担割合 県 1/4 市町 1/4 事業者 1/2 

 

ノンステップバス 
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(3) 花と緑の美しいまちづくりの推進 

ア ひょうご花緑創造プラン 

「ひょうご花緑創造プラン」（平成28年６月改定）に基づき、花緑の『育み』、

『恵み』による『ゆたかな暮らし』の実現を理念として、県民の参画と協働に

よる花と緑のまちづくりを推進している。 

目標年度 令和７年度 

理  念 花緑の『育み』、『恵み』による『ゆたかな暮らし』の実現 
 

基本目標 
 

事項 ﾌﾟﾗﾝ策定時 実績（Ｒ２） 目標（Ｒ７） 

身近な花と緑に満足する人

の割合［県民モニター調査］ 
65％ 78.8％ 70％ 

市街化区域の緑地割合 

（30％の維持） 
30.6％ 30.3％ 30％ 

人口集中地区の緑地割合 

（25％の確保） 
23.9％ 24.6％ 25％ 

 

 

イ 県民まちなみ緑化事業                     (640,000千円) 

都市環境の改善や防災性の向上を図るため、住民団体等が行う植樹や芝生化
などの緑化活動を支援している。 

第４期事業では第３期事業の枠組みを維持しつつ、特に、県民が緑の効果を

実感できる駅周辺や校園庭の芝生化など、緑が不足・偏在するまちの中心部の
公的空間でのシンボル性の高い緑化を推進するため、事業の拡充を行っている。 
 

○第４期事業（R3～R7）の目標・実績（R3） 

項  目 目標（R3～R7） 実績（R3） 

住民団体による緑化活動の推進 800団体 233団体 

校園庭の芝生化の推進 250校園 29校園 

まちの中心部における緑化面積 35ha 4.6ha 

 

○主な拡充内容 

・人口集中地区での補助対象面積を緩和（100㎡→30㎡） 
・まちの中心部で市町と住民団体等が協働で行う花壇整備を支援 

(花壇整備 (市町) ：補助率1/2、植栽 (住民団体等) ：補助率10/10) 
・駅前広場や商店街等でのプランター緑化を支援（30万円／基） 
・校園庭の芝生化の補助限度額引上げ（400万円→800万円） 
 

(ｱ) 募集期間：令和４年４月１日から 11 月 30 日まで 

(ｲ) 対象地域 

  市街化区域及び緑条例のまちの区域等 

  （校園庭の芝生化は全県、都心緑化は人口集中地区内の駅周辺が対象） 
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(ｳ) 補助対象となる経費、規模及び補助限度額 
区  分 補助対象経費 最小規模 限 度 額 

一般緑化 住民団体が公共用地で実施※1 
資材費及び自らによる施工が困難な施工費 

（ﾌﾟﾗﾝﾀｰ緑化上限：30 万円／基） 
 30 ㎡ 400 万円/件 

 

まち

なか

花壇 

市町が公共用地で実施 市町：緑化基盤整備費×1/2 以内 

 30 ㎡ 400 万円/件 
住民団体等が植栽・維持 

管理を実施 
住民団体等：緑化資材費 

校園庭の 

芝 生 化 

住民団体が学校・幼稚園・保

育園等で実施※1 

資材費及び芝張り経費を除く施工費  30 ㎡ 800 万円/件 

初期施設等費用加算（井戸） － 60 万円/件 

初期施設等費用加算（ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ式ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ等） － 140 万円/件 

ひろばの 

芝 生 化 
住民団体が公共用地で実施※1 資材費及び芝張り経費を除く施工費  30 ㎡ 400 万円/件 

駐車場の 

芝 生 化 
住民団体が公共用地で実施※1 資材費及び施工費（上限：資材費×1/4） 100 ㎡※2 375 万円/件 

屋上緑化 

壁面緑化 

住民団体、個人･法人等が実施 
一般県民が立ち入り可能な 
場所に限る 

全体経費×1/2 以内 100 ㎡※2 250万円/件※3 

都心緑化 
協議会が人口集中地区内の

駅周辺等で実施 
全体経費×1/2 以内 1,000 ㎡ 2,500 万円/件 

※１：個人や法人など住民団体以外が実施する場合は、補助率、補助限度額等が異なる 

※２：人口集中地区の場合は 30 ㎡ 

※３：ツル性植物による登はん・下垂型の壁面緑化の場合は 75 万円/件 
     

 

 
○ 年度別事業実績 

区  分 
第１期 

(H18～H22) 

第２期 

(H23～H27) 

第３期 

（H28～R2） 

第４期 

（R3） 

合計 

(H18～R3) 

件 数 945 939 1,103 246 3,233 

件

数

内

訳 

 一般緑化 476 495 505 122 1,598 

 まちなか花壇 - - - 4 4 

校園庭の芝生化 174 157 123 29 483 

ひろばの芝生化 - 134 235 40 409 

駐車場の芝生化 239 128 234 49 650 

屋上・壁面緑化 56 25 4 2 87 

都 心 緑 化 - - 2 0 2 

事業費  （百万円） 2,628 2,235 2,870 632 8,365 

植樹本数 （本） 362,100 313,900 254,100 45,000 975,100 

芝生化面積  （㎡） 229,100 313,300 320,400 56,900 919,700 

緑化面積 （ha） 61 65 64 11 201 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

一般緑化(神戸市 御影タワーレジデンス) 校園庭の芝生化(神戸市 岩岡こども園) 
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ウ 県民等による緑化活動の支援                  (106,995千円) 

緑化資材の提供やひょうごまちなみガーデンショー開催などによる普及・啓

発を行い、全県で花と緑を生かしたまちづくりを推進している。 

(ｱ) 緑化資材の提供 

道路、河川の沿線や、公園などの花壇等で樹木・草花を管理している住民

団体に対し、花苗や肥料等を提供している。 

○今年度予定：1,054団体 

(ｲ) 緑のパトロール隊の配置 

道路沿線など人々の目に触れやすい公共的空間等を巡回し、緑化活動団体

等に花と緑の育て方や維持・管理方法の指導・助言を行っている。  

○配置人数：19 名（本庁、県民局・県民センターに配置） 

(ｳ) ひょうごまちなみガーデンショーの開催 

花と緑に関する県民の関心を高め、緑化活動への一層の参画を促すため、

ガーデンコンペやセミナーなどの普及啓発事業を実施している。 

○令和４年９月18日(日)～９月25日(日) 明石公園及びその周辺 

   

 

 

 

 

 

2021 ひょうごまちなみガーデンショーin 明石の様子 

エ 建築物及びその敷地の緑化の推進 

「環境の保全と創造に関する条例」に基づき、市街化区域において建築物の

屋上緑化・壁面緑化並びに建築物の敷地緑化に関する緑化計画の届出を義務づ

け、都市緑化の一層の推進を図っている。 

 

○緑化計画の届出義務者 

建築面積 1,000 ㎡以上の建築物の新築等を行おうとする者 

○緑化基準 

①建築物の屋上・壁面（H14.10.１施行） 

・利用可能な屋上面積の 20％以上を緑地として確保 

②建築物の敷地（H18.10.１施行） 

・住 宅：空地面積の 30％以上を緑地として確保 

・その他：空地面積の 50％以上を緑地として確保 

       (※空地面積＝敷地面積－敷地面積×法定建蔽率) 
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○環境の保全と創造に関する条例に基づく届出及び緑化実績 
 

区  分 H29 H30 R1 R2 R3 
合計 

（H14～R３累計） 

建築物の 
屋上・壁面 

届出（件） 47 40 44 37 37 1,417 

緑化面積（ha） 1.5 1.7 1.3 1.3 1.1 54.3 

建築物の 
敷地 

届出（件） 88 95 80 86 82 1,599 

緑化面積（ha） 13.8 22.9 12.1 27.8 30.9 428.6 

     ※神戸市は、市条例が適用されるため含まない。 

  

(4) 三宮駅周辺の再整備の推進 

兵庫の玄関口にふさわしい国際競争力のある魅力的な街となるよう、神戸三宮

「えき≈まち空間」基本計画及び「新たな中・長距離バスターミナルの整備に向け

た雲井通５・６丁目再整備基本計画」の早期実現を目指し、神戸市と連携し再整

備を推進する。 

なお、三宮駅周辺・臨海地域において指定されている都市再生緊急整備地域が、

令和４年５月に元町エリアも含めて拡大され、民間投資を呼び込む規制緩和等が

可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 健康拠点構想等の推進 

健康拠点構想（加古川市神野）では、県立加古川医療センターを中心に健康を

テーマとした拠点づくりを推進しており、事業提案コンペで選定された民間事業

者により、総合在宅ケアセンター等が整備・運営されている。 

また、小野長寿の郷構想（小野市市場）では、多自然地域で三世代が交流する

健康・安心・生きがいのまちづくりを推進しており、事業提案コンペで選定され

た民間事業者により、特別養護老人ホーム等が整備・運営されている。 

引き続き、両構想の実現に向けた取組を進めるとともに、地域活性化に資する

新たなニーズの掘り起こしに向けて、地元市と連携していく。 

 

雲井通５丁目再整備
ビルのイメージ 
(雲井通 5 丁目再開発株式
会社等他 6 者合同プレス
資料より) 

 JR 三ノ宮新駅ビルの 
イメージ 
（2029 年開業予定） 

 

（規模） 

延べ面積：約 10 万㎡ 

階数：地下２階・地上 32 階 

高さ：約 160m 

（用途）商業施設、ｵﾌｨｽ、ﾎﾃﾙ 

［JR 西日本㈱記者発表資料から］ 
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２ 良好な景観形成の推進 

(1) 景観行政の概要 

地域の良好な景観形成のため、「景観の形成等に関する条例（景観条例）」に

よる優れた景観の創造・保全、屋外広告物条例による良好な広告景観の形成、緑

条例による緑豊かな地域環境の形成及び景観基金による支援事業を総合的に推

進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 景観条例による優れた景観の創造・保全           (5,213千円) 

全国に先駆け、昭和60年から景観条例を施行し、優れた景観を創造・保全する

とともに、建築物等と地域の景観との調和を図るため、景観形成地区、広域景観

形成地域、景観形成重要建造物等の指定や大規模建築物等の景観誘導等を推進し

ている。 

 

 

 

地域の良好な

景観形成の 

総合的な推進 

景観審議会 

景観条例による 

優れた景観の創造・保全 

屋外広告物条例による 

良好な広告景観の形成 

緑条例による 

緑豊かな地域環境の形成 

景観基金による支援事業の推進 

地区・地域の指定による優れた景観の形成  

景観資源の保全と活用 

大規模建築物等の景観誘導 

景観影響評価手続きによる景観誘導  

景観支障建築物等への対応  

住民の参画と協働による景観形成  

屋外広告物の規制等 

屋外広告業登録制度の運用  

屋外広告物安全対策の推進  

屋外広告物整序対策の推進  

環境形成区域による区域区分 

環境形成協定の締結等 

計画整備地区制度の推進 
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令和４年に創設した「景観形成重点区域」指定制度では、景観形成地区等内で

特に優れた景観の区域を指定の上、重点的に支援することで地区の顔づくりを進

めていく。 

また、「景観遺産」登録制度では、地域特有の歴史的文化的な背景を有する景

観をシリーズ化して登録し、身近な景観の意義や良さの認識を啓発することで、

地域の活性化につなげていく。 

＜景観遺産の登録候補＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和４年度予定 

令和４年12月 景観審議会（答申） 

令和５年３月 景観形成重点区域の指定及び景観遺産の登録の告示 

 

ア 地区・地域の指定による優れた景観の形成 

(ｱ) 景観形成地区の指定 

優れた景観を創造又は保全する必

要がある地区を景観形成地区に指定

し、建築物等の意匠、材料又は色彩

等の景観形成基準を定め、新築、増

改築等に際して必要な指導、助言等

を行っている。 

○指定実績：宍粟市山崎町山崎地区など 27 地区 

      ※市指定への移行等により、現在 15 地区で指定・施行 

歴史的景観形成地区 

（10 地区） 

1 たつの市龍野地区［H2.3.30（H27.3.31 変更）］ 

2 たつの市御津町室津地区［H6.5.13(H22.3.30 変更)］ 

3 多可町加美区岩座神地区［H11.12.7］ 

4 高砂市高砂地区［H18.9.1］ 

5 新温泉町浜坂味原川周辺地区［H20.3.28］ 

6 佐用町平福地区［H23.3.29］ 

7 加西市北条地区［H24.4.10］ 

8 太子町斑鳩地区［H25.3.1］ 

9 神河町中村・粟賀町地区［H26.4.1］ 

10 宍粟市山崎町山崎地区［R1.11.15］ 

住宅街等景観形成地区 

（3 地区） 

 

1 加東市ヤシロメモリアルガーデン周辺地区［H1.3.28］ 

2 洲本市古茂江海岸地区［H4.3.27］ 

3 高砂市高砂地区［H18.9.1］ 

（宍粟市山崎町山崎地区歴史的景観形成地区）  
【R1.11 指定】 

武家屋敷群【佐用町】  のこぎり屋根【加東市】 
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まちなか景観形成地区 

（2 地区） 

1 新温泉町湯・細田地区［H18.4.1］ 

2 高砂市高砂地区［H18.9.1］ 

(市指定へ移行) 

（11 地区） 

1 (川西市駅前地区)［H3.3.29］ 

2 (姫路市大手前通り地区) ［S61.12.23］ 

3 (篠山市城下町地区歴史的景観形成地区）［H5.12.24］ 

4 (丹南篠山口 IC 周辺地区沿道景観形成地区）［H20.7.1］ 

5 (篠山市上立杭地区歴史的景観形成地区) ［H21.3.31］ 

6 (豊岡市出石町城下町地区歴史的景観形成地区）［S62.10.16］ 

 7 (豊岡市城崎町城崎温泉地区歴史的景観形成地区）［H4.8.11］ 

8 (朝来市生野町口銀谷地区歴史的景観形成地区) ［H10.3.26］ 

9 (朝来市和田山町竹田地区歴史的景観形成地区) ［H10.11.27］ 

10 (養父市大屋町大杉地区歴史的景観形成地区) ［H13.10.2］ 

11 (養父市八鹿町八鹿地区歴史的景観形成地区) ［H16.3.19］ 

(広域景観形成地域へ移行) 
（１地区） 

1 （国道 312 号沿道景観形成地区）［H18.4.１］ 

○令和４年度予定（三木市三木地区） 

 令和４年７月   景観審議会（事前審議） 

     12 月   景観審議会（答申） 

 令和５年３月   指定告示 

 

(ｲ) 広域景観形成地域の指定 

幹線道路沿道や河川流域など複数の市町に広

がる優れた景観を創造・保全する必要がある地

域を広域景観形成地域に指定し、大規模建築物

等の意匠、材料又は色彩等の広域景観形成基準

を定め、新築、増改築等に際して必要な指導、

助言等を行っている。 

○指定実績：国道９号沿道地域など６地域 

風景型広域景観形成地域 

(3 地域） 

1 円山川下流地域［H9.3.25］ 

2 西播磨海岸地域［H13.3.30］ 

3 但馬海岸地域［H15.3.4］ 

沿道型広域景観形成地域 

(2 地域） 

1 国道 312 号沿道地域［H18.4.1（H27.3.31 変更）］ 

2 国道９号沿道地域［H28.4.12］ 

(廃止) （1 地域） 1 （デカンショ街道地域風景形成地域）［H8.3.29］ 

※デカンショ街道地域風景形成地域については、丹波篠山市が同基準を広域に平準
化したことにより廃止。国道312号沿道地区は、景観形成地区から移行  

 

(ｳ) 星空景観形成地域の指定 

美しい星空の景観を保全する必要がある地域を星空景観形成地域に指定し、

照明器具の照射の向き等の星空景観形成照明基準を定め、多数の照明器具を

使用する施設の新設、改修等に際して必要な指導、助言等を行っている。  

○指定実績：佐用郡地域１地域 

（国道９号沿道地域沿道型広域景観形成地域） 
【H28.4 指定】 
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画像 ©2018 CNES/Airbus、Digital Earth Technology、
DigitalGlobe、Landsat/Copernicus

地図データ ©2018 ZENRIN

但馬エリア 

《ビューポイント》朝来市 立雲峡第一展望台 
《見えるもの》雲海に浮かぶ「天空の城」竹田城跡 

イ 景観資源の保存活用 

(ｱ) 景観形成重要建造物等の指定 

地域の景観上重要な建造物や樹木を「景観形成重要建造物等」に指定し、

所有者等に対して維持管理に必要な指導、助言を行っている。 

また、景観形成重要建造物の保存活用に際して、建築基準法の適用除外の指

定を受けるための｢認定景観形成重要建造物｣制度を設け、建物外観を維持した

まま用途変更等による活用ができるよう支援している。 

○景観形成重要建造物等指定 

実績：令和３年度７件（累計120件） 

1 仁部家住宅 猪名川町 

2 土田家住宅旧魚橋郵便局舎・土田家離れ 高砂市 

3 三寿ゞ刃物製作所 三木市 

4 社連合区公会堂 加東市 

5 三日月藩御殿医山内家住宅 宍粟市 

6 ソーシャルデザインリガレッセ 豊岡市 

7 千年一酒造 淡路市 

 

○保存活用計画認定 

実績：西脇市西脇小学校 

    ※R3.8国重要文化財に指定されたため、 

景観形成重要建造物の指定解除と同時に認定取消 

 

 

 

 

 

 (ｲ) ひょうごの景観ビューポイント150選 

美しいまちなみや自然景観を眺望でき

るビューポイント（視点場）として「ひ

ょうごの景観ビューポイント150選」を選

定した。インスタグラムやツイッター等

のＳＮＳで広く情報発信するとともに、

観光ボランティアガイドの講習会で説明

する等、観光客の誘致及び地域の魅力あ

る景観の再認識に取り組んでいる。 

また、次代を担う若い世代へ更なる周知

を進めるため、小中学生を対象に出前講

座を実施する。 

  ○ＳＮＳ（フォロワー数R4.6.30時点） 

   インスタグラム 10,973フォロワー 

   ツイッター    5,776フォロワー 

○紹介冊子 

 市町観光協会・図書館・県内小中高校等に配布、電子書籍で無料配布 

《ビューポイント》神戸市 摩耶山・掬星台 
《見えるもの》阪神間・大阪方面の夜景 

画像 ©2018 TerraMetrics
地図データ ©2018 Google、ZENRIN

神戸・阪神エリア 

（西脇市西脇小学校） 
【H20.3 指定、H29.7 認定】 

（仁部家住宅） 
【R4.2 指定】 
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○出前講座 

 令和４年度予定 10 校 

 令和３年度実績 神戸市立淡河小学校など８校 

 

ウ 大規模建築物等の景観誘導 

周辺の景観に大きな影響を与える、高さ 15 メートル超、または建築面積 1,000

㎡超などの大規模建築物等について、意匠、材料又は色彩等の大規模建築物等

景観基準を定め、新築、増改築等に際して届出を求め、指導、助言等を行って

いる。 

○令和３年度届出実績：215 件 

エ 景観影響評価手続きによる景観誘導 

地域の景観に及ぼす影響が著しく大きい、一定規模以上の旅館・ホテル、ぱ

ちんこ店などの特定建築物等の新築等に際して、計画段階における住民意見の

聴取、特定建築物等景観基準への適合指導等の景観影響評価手続きを通じ、周

辺と調和した景観形成を誘導している。 

○令和３年度手続実績：７件（旅館・ホテル５件、ぱちんこ店２件） 

○最近の事例 

※(仮称)ホテルルートイン丹波篠山 

伝建地区に近接していることから、地

元市と調整を行い、分棟配置、2・3 階

の壁面後退、敷地内に中・高木の植栽

の事前指導を行った。（令和３年度） 

 

オ 景観支障建築物等への対応 

景観形成地区及び広域景観形成地域の一部において、一定の破損・腐食が生

じ、景観上支障となっている建築物等の所有者等に対し、その改善について指

導、助言等を行っている。あわせて、景観上支障となっている建築物等の早期

解消を促すため、当該建築物等の所有者等が自主的に除却・改修を行う場合に、

市町と協調し、経費の一部を助成している。 

○令和３年度助成実績：1 件（除却１件） 

カ 住民の参画と協働による景観形成（景観形成等住民協定） 

  住民が主体となった景観や風景の形成を進めるため、一定の区域内の土地

や建物の所有者等による景観形成に関する住民協定を認定し、技術的な支援

等を行っている。また、協定に基づく修景活動に対し、助成等を行っている。 

○認定実績：４地区 

多可町加美区岩座
い さ り

神
がみ

地区 

多可町加美区箸
はせ

荷
がい

地区 

佐用町田和
た わ

地区 

三木市芝町・平山地区 （佐用町田和地区） 
【H17.9 認定（H27.7 更新）】 

（三木市芝町・平山地区） 
【H27.6 認定】 
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(3) 屋外広告物条例による良好な広告景観の形成       (4,703千円) 

良好な景観若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止するため、
市町や関係機関、住民団体等と連携し、「屋外広告物法」及び「屋外広告物条例」
に基づく規制誘導を行い、良好な広告景観の形成を推進している。 

 

ア 屋外広告物の規制等 
条例に基づき、屋外広告物を原則掲出できない禁止地域や禁止物件、掲出に

際して許可を要する許可地域を指定するとともに、地域・目的・種類に応じて
許可基準を定め、許可や是正指導等の事務を移譲している市町と連携しながら、
地域特性に応じた広告物の規制誘導を行っている。 
［政令・中核市、一部の景観行政団体（芦屋市、豊岡市、丹波篠山市）は独自条例による］ 

○禁止地域等の指定等に係る令和４年度予定 
・三木市三木地区の景観形成地区指定に伴い、禁止地域等から除外する区域の指定 

 
イ 屋外広告業者登録制度の運用 

屋外広告業者の健全な育成を図るため、条例に基づき、業登録制度（登録有
効期間：５年）を運用している。 
［政令・中核市は独自条例による］ 
 〇登録業者数（令和３年度末現在） 

登録自治体名 兵庫県 神戸市 姫路市 尼崎市 西宮市 明石市 

登録者数 1,264 692 571 440 482 376 

※登録は、条例制定の自治体単位で必要なため、各自治体の登録者数は重複している。 

 
ウ 屋外広告物安全対策の推進 

屋外広告物の落下事故防止のため、点検のポイントを示した手引の作成・配布、
パトロールの強化、有資格者による点検の制度化（要綱による）などにより、屋
外広告物の安全対策に取り組んでいる。 

また、兵庫県屋外広告美術協同組合と連携し、実際の屋外広告物を対象とした
安全点検の市町向け講習会を開催し、担当者の知見･技術の向上を図っている。 

○令和４年度講習会開催予定：11月頃 
 

エ 屋外広告物整序対策の推進 
周辺と調和した良好な広告景観の形成を推進

するため、９月１日～10日の「屋外広告物適正化
旬間」を中心に、市町単位で関係機関等が連携し
て合同パトロールを実施し、違反はり紙等の除却
や違反広告物の指導を行っている。 

また、県・市町が連携し、重点区域を設定して
違反業者・広告物対策に取り組んでいる。 

電柱の違反簡易広告物を行政が自ら撤去できる「簡易除却制度」については、
市町がその権限の一部を住民団体等に委任し、住民の参画と協働による整序化対
策を推進している。 

○令和３年度合同パトロール結果（独自条例制定市除く33市町）：除却146件、指導52件 
○簡易除却等を行う住民団体等の数：135団体（令和４年３月現在） 

（合同パトロールの風景） 
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 (4) 緑条例による緑豊かな地域環境の形成           （205千円） 

線引き都市計画区域を除く地域において、地域の独自性と主体性を生かしつ

つ、自然と調和した地域環境の形成を図るため、「緑豊かな地域環境の形成に関

する条例（緑条例）」に基づき、適正な土地利用、森林及び緑地の保全と緑化の

推進、優れた景観形成の視点で、開発行為等の誘導を図っている。 

ア 環境形成区域による区域区分 

自然的・社会的にまとまりのある８つの「緑豊かな環境形成地域」（北播磨

北部、北播磨南部、中播磨、西播磨、南但馬、北但馬、丹波、淡路）について、

それぞれ５種の「環境形成区域」に区分し、区域特性に応じた基準（森林保全

率、緑化率等）を定めている。 

※（  ）内の環境形成区域の名称は淡路地域の例。 

イ 環境形成協定の締結等 

一定規模以上の開発行為について、環境形成区域に応じて、許可、協議・協

定又は届出の手続を求め、基準に適合するよう、誘導している。 

第２号、第３号又は第２項区域においては、協議が成立した場合、事業者と

県（又は市町）が「環境形成協定」を締結している。 

環境形成区域のイメージと必要な手続等 

 

  

 

 

      

〇令和３年度手続実績 

許可 協議・協定 届出 
（計画整備地区含む） 通知注 計 

０件 51 件 65 件 ６件 122 件 

注）通知：国、地方公共団体等による開発 

区域区分（条例第９条） 基準（概ねの森林・緑地率等） 

第
１
項 

第１号区域 
(森を守る区域) 

森林環境の保全を図る区域 ・森林保全率 50％以上 

第２号区域 
(森を生かす区域) 

森林と建築物等が調和した 
森林環境の形成を図る区域 

・森林保全率 30～50％以上 

第３号区域 
(さとの区域) 

農地と建築物等が調和した 
田園環境の形成を図る区域 

・緑地率 20～30％以上を確保 

・周辺緑地２～５ｍを確保 

第４号区域 
(まちの区域) 

良好な市街地環境の形成を 
図る区域 

・緑地率 10％以上を確保 

第２項区域 
(花と緑の交流区域) 

その他、地域の特性に応じて 
別に定める区域 

・地域に応じた森林保全率や 

 緑地率を確保 

環境形成 
区域 

第１号区域 
(森を守る区域) 

第２号区域 
(森を生かす区域) 

第３号区域 

(さとの区域) 
第４号区域 

(まちの区域) 
第２項区域 
(花と緑の交流区域) 

手続 許可 協議・協定 協議・協定 届出 協議・協定 

対象となる 
開発面積 

500㎡以上 1,000㎡以上（丹波地域は500㎡以上） 
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ウ 計画整備地区制度の推進 

地域の実情に応じた、住民主体による質の高いまちづくりを支援するため、

市町が住民とともに定めた地区独自のルール（土地利用や緑地に関する基準）

を地区整備計画として認定している。 

認定後は、整備計画で定めた基準に基づいて、市町が開発や建築行為の誘導を

行っている。 

 

○整備計画の認定実績：19 地区 

（姫路市１地区、養父市２地区、丹波篠山市 12 地区、丹波市３地区、洲本市１地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

(5) 景観基金による支援事業の推進             (44,150千円) 

住民主体による景観まちづくり活動を支援するため、平成２年度から（公財）  

兵庫県まちづくり技術センターと連携し、建築物等の修景工事等の助成（修景助

成）や景観まちづくりのためのアドバイザー派遣等（修景支援）などの「景観形

成支援事業」を実施している。 

○令和３年度実績 

・修景助成 20件、修景支援 ５件、景観支障建築物等除却・改修助成 １件 

○修景助成事例（たつの市龍野地区） 

   

 

 

 

 

 

 

 

（丹波篠山市 宇土地区） 
【R4.2 認定】 

 

（丹波篠山市 上立杭地区） 
【R2.2 認定】 

修景前 修景後 

大正時代建築の長屋建て民家の一部主屋及び門塀等修繕 

・屋根：１階下屋根･東屋屋根･納屋屋根 葺替え 

・外壁：主屋西面･納屋 漆喰塗り、焼き板貼替え 

・門塀：瓦葺き門新設、漆喰塗り、焼き板貼り 
 


